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８
月
30
日
に
観
測
史
上
初
め
て
岩

手
に
上
陸
し
た
台
風
10
号
は
、東
日
本

大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
途
上
で
あ
る

被
災
地
に
再
び
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
10
月
14
日
現
在
で
、
死

者
20
名
、
行
方
不
明
者
３
名
、
全
壊
４

２
３
棟
、
半
壊
２
１
９
３
棟
、
一
部
損

壊
４
６
４
棟
、
床
上
浸
水
１
３
０
棟
、

床
下
浸
水
９
６
８
棟
、
被
害
総
額
は
約

１
４
５
０
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

党
県
議
団
は
９
月
２
日
、
高
橋
千
鶴

子
衆
院
議
員
や
岩
渕
友
参
院
議
員
、
地

元
議
員
団
と
と
も
に
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
久
慈
市
・
岩
泉
町
・
宮
古
市
を

訪
問
。
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
被
災
状
況
や
要
望
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
19
日
に
は
、
商
工
関
係
の

被
害
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
岩
泉
商
工

会
、
宮
古
商
工
会
議
所
、
久
慈
商
工
会 

議
所
を
訪
問
し
要
望
を
聞
き
ま
し
た
。 

 
９
月
20
日
に
、
達
増
拓
也
知
事
に

た
い
し
、
台
風
10
号
豪
雨
災
害
の
対

応
に
つ
い
て
の
第
二
次
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
申
し
入
れ
で
は
、
被
災 

者
の
命
と
健
康
を
守
る
対
策
の
強
化
、

住
宅
再
建
へ
県
独
自
の
支
援
策
の
実

施
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
な
ど
商
工
業
者

に
対
す
る
大
震
災
並
み
の
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
は
９
月
定
例
県
議
会
に
７

０
２
億
円
の
補
正
予
算
を
計
上
。
住
宅

再
建
で
は
、
半
壊
世
帯
に
最
大
20
万

円
、 

 

円
、
床
上
浸
水
世
帯
に
５
万
円
を
補
助

す
る
と
と
も
に
、
宮
古
市
・
久
慈
市
・

岩
泉
町
の
被
災
商
工
業
者
に
た
い
し

最
大
で
２
千
万
円
を
支
援
す
る
復
旧

費
補
助
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
被
災
し
た
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
等

の
水
産
共
同
利
用
施
設
の
復
旧
に
25

億
円
余
を
計
上
し
ま
し
た
。 

 

も
た
な
い
」
と
強
調
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
食

料
を
外
国
に
ゆ
だ
ね
て
い
い
の
か
。
草

の
根
か
ら
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。 

い
。
輸
出
も
採
算
が
合
わ
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

岩
手
ふ
る
さ
と
農
協
で
は
、
千
葉
喜

美
生
代
表
理
事
理
事
長
ら
か
ら
話
を
聞

き
ま
し
た
。
千
葉
理
事
長
は
「
政
府
は

農
家
の
所
得
を
増
や
す
と
い
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
に
や
る
の
か
見
え
な
い
。

法
人
化
・
集
約
だ
け
で
は
農
村
社
会
が

も
う 

林崎岩泉町議から被災状況の説明を受ける調査団（９月２日） 
 

９
月
26
・
28
日
、
県
議
団
は
奥
州

市
の
特
養
ホ
ー
ム
や
農
協
な
ど
を
訪

問
し
、
介
護
保
険
問
題
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

で
懇
談
し
ま
し
た
。 

特
養
ホ
ー
ム
立
生
苑
で
は
、
大
沼
一

裕
施
設
長
ら
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

大
沼
施
設
長
は
、「
４
・
４
８
％
の
介 

護
報
酬
削
減
の
影
響
が
大
き
い
。
職
員

の
待
遇
改
善
分
を
除
け
ば
約
１
５
０

０
万
円
余
の
減
収
だ
」
な
ど
と
実
態
を

述
べ
、
政
府
が
さ
ら
に
介
護
度
１
・
２

も
軽
度
者
に
移
行
さ
せ
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
を
進
め
よ
う
と
て
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
介
護
事
業
が

成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
懸
念
を
示
し

ま
し
た
。 

 

岩
手
江
刺
農
協
で
は
、
小
澤
隆
一
組

合
長
ら
と
懇
談
。
小
澤
組
合
長
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
批
准
し
て
ほ
し
く
な
い
」「
政

府
が
米
価
を
１
俵
８
千
円
に
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
と
て
も
や
っ
て
い
け
な 

岩手ふるさと農協で懇談（９月２８日） 

１１月８日(火)千田美津子県議が一般質問
(２人目の登壇、午後２時半ごろ） 
●１０月２７日／県議会開会 
●１１月 ４日、７・８日／一般質問 
●１１月 ９日／各常任委員会 
●１１月１０日／復興特別委員会 
●１１月１１日／本会議 
●１１月１４～２４日／決算特別委員会 
●１１月２５日／最終本会議 

宮古商工会議所を訪問し花坂会頭らと懇談（９月１９日） 

●被災者の命と健康を守る対策を強化すること。 

●被災者生活再建支援法の全県的な適用を図るとと
もに、独自の支援策を講じること。 

●グループ補助など被害の大きかった商工業者へ大
震災並みの支援策を講じること。 

●農地・農業用施設等の早期復旧を図ること。 

●今回の災害の検証を進め、本格的な治水対策・河
川改修を行い、災害に強い街づくりを進めること。 

●国に対し、被災した県・市町村が自由に活用でき
る特別交付税・復興基金の創設を求めること。 
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【
7
月
】 

15
日 

野
党
連
絡
調
整
会
議
、
仁
王
地
区
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会 

17
日 

八
日
町
夏
祭
り 

18
日 

こ
ぶ
し
の
会 

20
日 

城
東
地
区
後
援
会
躍
進
を
祝
う
会
、
復
興
県
民

会
議 

22
日 

年
金
者
組
合
岩
手
県
本
部
定
期
大
会
、
県
農
協

労
組
定
期
大
会 

23
日 

岩
商
連
定
期
総
会
、
城
東
９
条
の
会
、
大
船
渡
高

校
同
窓
会
盛
岡
支
部
総
会 

24
日 

演
劇
「怒
る
富
士
」鑑
賞 

25
日 

新
人
議
員
研
修
会
、
桑
島
博
氏
県
政
功
労
表
彰

祝
賀
会 

26
～
27
日 

商
工
文
教
委
員
会
調
査
（岩
手
・宮
城
） 

29
日 

盛
岡
市
の
県
へ
の
統
一
要
望
に
同
席
、
電
力
自
由

化
問
題
学
習
会 

30
日 

一
番
組
事
務
所
開
き 

【
8
月
】 

1
日 

県
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
不
正
問
題
学
習
会 

2
日 

商
工
文
教
委
員
会
、
新
庄
花
垣
会
さ
ん
さ
踊
り

パ
レ
ー
ド 

3
日 

人
口
減
少
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会
、
野
党

共
闘
祝
勝
会 

4
日 

復
興
特
別
委
員
会 

5
日 

漁
民
組
合
公
判
報
告
集
会
、
党
創
立
94
周
年

記
念
講
演
視
聴 

7
日 

い
わ
て
復
興
塾
（宮
古
市)

・田
老
震
災
遺
跡
見
学 

19
～
20
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

20
日 

郵
産
労
盛
岡
支
部
定
期
大
会 

21
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

23
日 

岩
手
の
介
護
を
良
く
す
る
会
講
演
会 

24
日 

復
興
特
別
委
員
会
陸
前
高
田
市
調
査 

25
日 

県
戦
没
者
追
悼
式 

26
日 

紫
波
自
園
自
醸
ワ
イ
ン
の
夕
べ 

27
日 

復
興
県
民
会
議
総
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（釜
石
） 

28
日 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
、
城
南
地
区
推
進
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

31
日 

商
工
文
教
委
員
会 

【
9
月
】 

1
日 

人
口
減
少
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会
、
建
設

業
協
会
盛
岡
支
部
要
望
説
明
会 

2
日 

台
風
十
号
豪
雨
災
害
調
査
（久
慈
・岩
泉
・宮
古
） 

3
日 

ご
み
問
題
学
習
講
座 

5
～
6
日 

商
工
文
教
委
調
査
（京
都
・奈
良
・大
阪
） 

7
日 

県
議
団
会
議
、
復
興
県
民
会
議 

11
日 

大
震
災
月
命
日
宣
伝
、
東
新
庄
２
丁
目
敬
老
会
、

第
31
回
平
和
美
術
展
鑑
賞 

15
日 

盛
岡
山
車
大
絵
巻
パ
レ
ー
ド 

17
日 

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、

岩
大
機
械
科
同
級
会 

19
日 

台
風
十
号
豪
雨
災
害
第
二
次
調
査
（宮
古
・久
慈

商
工
会
議
所
） 

20
日 

台
風
十
号
豪
雨
災
害
に
関
す
る
第
二
次
申
し
入

れ 

23
日 

県
議
会
台
風
十
号
被
災
地
調
査
（宮
古
・岩
泉
） 

24
日 

木
戸
口
英
司
選
対
解
散
式
・懇
親
会 

26
・
28
日 

奥
州
市
介
護
施
設
、
江
刺
農
協
・岩
手
ふ

る
さ
と
農
協
、
県
立
胆
沢
病
院
調
査 

30
日 

天
皇
皇
后
行
幸
啓
特
別
奉
迎
・早
池
峰
神
楽
鑑

賞 

【
10
月
】 

1
日 

第
71
回
国
民
体
育
大
会
「希
望
卿
い
わ
て
国

体
」総
合
開
会
式 

3
日 

安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
リ
レ
ー
ト
ー
ク
・署
名

活
動 

8
日 

国
労
盛
岡
地
方
本
部
定
期
大
会
、
県
国
公
定
期

大
会 

9
日 

赤
旗
将
棋
県
大
会
、
八
日
町
さ
ん
ま
祭
り 

10
日 

赤
旗
囲
碁
県
大
会
、
県
原
水
協
理
事
会 

15
日 

県
医
労
中
央
委
員
会 

革新懇の皆さんとともに戦争法廃止を訴える斉藤県議 

 

10
月
３
日
、「
安

倍
政
治
を
許
さ
な

い
」
の
全
国
統
一
行

動
に
呼
応
し
、
県
革

新
懇
・
盛
岡
革
新
懇

の
皆
さ
ん
と
と
も
に

宣
伝
・
署
名
行
動
を

行
い
ま
し
た
。 

殺
し
殺
さ
れ
る

戦
争
に
初
め
て

参

加

す

る

こ

と
、
派
遣
予
定

の
第
五
普
通
科

連
隊
に
は
、
岩

手
県
出
身
者
が

57
人
含
ま
れ

て
お
り
、
岩
手

の
青
年
の
命
が

脅
か
さ
れ
て
い

る
と
強
調
し
、

「
東
日
本
大
震

災
津
波
や
台
風

10
号
災 

  

安
保
法
制
＝
戦
争
法
が
全
面
的
運

用
の
段
階
に
入
り
、
内
戦
状
態
の
南
ス

ー
ダ
ン
に
11
月
派
兵
さ
れ
る
予
定
の

陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
第
５
普
通
科

連
隊
（
青
森
駐
屯
地
）
に
、
初
め
て
駆

け
付
け
警
護
と
宿
営
地
共
同
防
衛
の

訓
練
が
指
示
さ
れ
、
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
告
発
。
自
衛
隊
が
海
外
で

の 

 

 

若
者
な
ど
が
相
次
い
で
足
を
止

め
署
名
。
14
歳
の
女
子
中
学
生
は

「
自
衛
隊
が
戦
場
で
人
を
殺
す
の

は
良
く
な
い
。
派
兵
は
や
め
て
」

と
話
し
、
27
歳
の
男
性
は
「
自
衛

官
が
戦
地
へ
行
か
さ
れ
れ
ば
死
者

が
出
る
。
日
本
は
武
器
を
使
わ
ず
、

話
し
合
い
で
解
決
す
る
支
援
を
す

べ
き
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。 

10
号
災
害
の
時
に
人
命
救
助
や
救

援
復
興
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
自

衛
隊
員
を
絶
対
に
戦
場
に
送
っ
て
は

な
ら
な
い
。
憲
法
違
反
の
戦
争
法
は

廃
止
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

て
の
介
護
を
良
く
す
る
会
」の
発
足
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
同
準
備
会
代

表
の
鈴
木
幸
子
さ
ん
は
、
74
歳
以
下

の
利
用
料
２
割
負
担
や
要
介
護
１
・
２

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
縮
小
な
ど
国
の
改

定
案
は「
高
齢
者
の
生
活
実
態
を
正
し

く
と
ら
え
て
い
な
い
」
と
批
判
。
会
発

足
を
契
機
に
反
対
の
世
論
を
高
め
て

い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

「
介
護
に
笑
顔
を
！
北
海
道
連
絡

会
」 

「いわての介護を良くする会」発足会で講演する
河原氏（９月３０日） 

 

 第７１回国民体育大会「希望郷いわて国体」

が開催されました。岩手県での国体の開催は

４６年ぶりです。 

 東日本大震災津波の影響で、強化事業が凍

結・縮小される中で、岩手県選手団は総合成

績で第２位と大健闘しました。 

 

８
月
27
日
、
東
日
本
大
震
災
津
波

救
援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議
が
釜
石
市

で
第
６
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

講演する野田釜石市長（８月２７日） 

 

野
田
武
則
釜
石
市
長
が
講
演
。「
約

４
千
世
帯
が
被
災
し
、住
宅
再
建
の
意

向
調
査
で
は
、自
立
再
建
１
８
５
０
世

帯
、復
興
住
宅
１
０
５
０
世
帯
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。仮
設
住
宅
集
約
化
に
伴

い
、最
後
ま
で
残
っ
た
世
帯
へ
の
対
応

が
課
題
」
と
話
し
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
黒
田
至
野

田
団
地
自
治
会
長
、
菊
池
亮
釜
石
市

社
協
地
域
福
祉
課
長
と
と
も
に
斉

藤
県
議
も
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
被

災
者
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
・
討
論
し
ま
し
た
。 

 

９
月
30
日
、
盛
岡
市
内
で
「
い
わ

て 

会
」
共
同
代
表
の
河
原
政
勝
氏
が
講

演
。
河
原
氏
は
「
一
昨
年
の
介
護
保

険
法
の
改
悪
で
事
業
所
は
大
打
撃
を

受
け
た
。
さ
ら
な
る
大
改
悪
が
行
わ

れ
れ
ば
介
護
保
険
は
名
ば
か
り
の
社

会
福
祉
に
な
っ
て
し
ま
う
。
利
用

者
・
家
族
、
事
業
者
、
労
働
者
が
一

緒
に
な
っ
て
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
３
人
で
居
宅
（
介
護
支
援
事
業
所
）

を
や
っ
て
い
る
が
、
要
介
護
１
・
２

の
サ
ー
ビ
ス
が
給
付
か
ら
外
さ
れ
る

と
事
業
所
と
し
て
生
き
残
れ
る
の
か

不
安
だ
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

ほぼ完成した高田松原の防潮堤。手前は今
泉地区の区画整理事業（８月２４日） 

復興支援への感謝の意を伝えながら入場する岩手県
選手団（１０月１日・総合開会式にて） 

・１１月 ８日（火）午後６時 

・１２月１４日（水）午後６時 

予約電話番号:６５１－５８８１ 


